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あいさつや返事をすること

秋田県 支部長

水戸 谷 貞夫

秋田県 人は，人 見知りで ，何とな くとっ

つき にく いと 言 われ てい る 「す べて の子。

どもたち の職業観 ・勤労観 をはぐく むため

に （平 成１ ５年 １月 ，国 立教 育 政策 研究」

所生徒指 導研究セ ンター刊 行）の「 児童生

徒 の 成 長 に 応 じ た学 習 プ ロ グ ラ ム の 枠 組

み」の中 に，進路 発達にか かわる諸 能力の

一つ とし て 「コ ミュ ニケ ーシ ョ ン能 力」，

が示され ている。 これは， 多様な集 団・組

織の中で ，コミュ ニケーシ ョンや豊 かな人

間関係を 築きなが ら，自己 の成長を 果たし

ていく能 力である とされる が，これ こそが

秋田県人 にとって 大切な能 力ではな いかと

考えたい。

過日， 進路指導 全国大会 に出席し た折，

多く の方 々か ら 「以 前， 講演 を お聞 きし，

ま した 「 ブ ロ ッ ク大 会 で お 目 にか か り」，

ました」 等，声を かけられ ，うれし い気持

ちにさせ られたも のである 。県内で はそう

した場面 はなかな か見られ ないので はない

だろうか。

カウン セリング の大切さ は，優し く，確

か に 声 か け を す るこ と で あ る と 考 え た い

が，あい さつや返 事を忘れ たら，う まくい

かないのは当 然であると思 う。

大きく，立 派に育つ人間 は，

常に自分に（ 自分の心を含 め

て）呼びかけ をし，励まし ，

努力を続けて いると聞いた 記

憶がある。こ れらについて じ

っくり話し合 いたいと思っ て

いる今日この 頃である。

「育てるカウンセリ ング」の広がり
を実感した養成講座

秋田県支 部事務局 長

阿部 千春

最終日 の午後，國 分康孝先 生の講座 終了

間もない 頃，司会席 のところ で会場全 体を

見渡 しま した 。秋 田 の地 に 「 育て るカ ウ，

ンセリン グ」の芽が 育ち，着 実に広が って

いること が感じられ ，非常に 感慨深い もの

がありま した。國分 康孝先生 の公開講 演会

から２年 の年月が流 れたこと を思い， 心に

じんとくるもの がありました 。

私が事 務局長とし ての役割 を意識し たの

は， 年 １ 月 に 東 京で 開 催 さ れ た ヒ ュ2001
ーマンネ ットワーク 総会での ，國分康 孝先

生からの 有り難い言 葉からと いってよ いか

と思いま す。事務局 長という 仕事の重 みに

ついて感 じるところ があり， 秋田で初 めて

の教育カ ウンセラー 養成講座 をどうし ても

成功させ たいという 強い思い 入れがあ りま

した。秋 田にいらし た講師の 先生方が 気持

ちよく講 座ができ， 秋田で気 持ちよく 過ご

してもら うこと，そ して，参 加者のみ なさ

んが足を 運んでよか ったと思 っていた だく

ことを願 って，準備 を進めて いました 。國

， ， ，分康孝先生 國分久子 先生 岡田 弘先生

河村茂雄 先生，大友 秀人先生 ，押切久 遠先

生 とい う ６ 名 の 素 晴 ら し い 講 師 の 先 生 方

と，養成 講座に向け て何度も やりとり させ

ていただ いたことは 本当に貴 重なこと であ

り，私に とっての大 切な財産 だと感じ てい

ます。養 成講座当日 は，東京 でお会い する

ことの多 い先生ばか りなため ，ここは 本当

に秋田だろうか と思ってしま いました。

養成講 座の開催 まで，秋 田県内各 地に住

んでいる 準備委員の メンバー と仕事の 確認

のための メールのや りとりが 連日のよ うに



続き，多 い日には 十数通も のメール を書い

ていたよ うに思い ます。１ ６人のど のメン

バーも， 自分の仕 事を抱え ながら， 生き生

きと自分 の役割を 果たして いました 。大変

な中での 役割遂行 が，より 一層の充 実感や

達成感に つながっ たのでは ないかと 思いま

。 ，す 養成講座と いう一つの目 的に向かって

メンバー 同士のヒ ューマン ネットワ ークも

縦横に広がっ たように思い ます。

教育 カ ウンセ ラー 養成 講座 秋田 会場

（4/12. 13.20）

受講者アンケートまとめ～一部抜粋

１．日時に ついて

・２月頃 の開催で あればも っと参加 者が増

えると思う。

・日曜は 参加しや すいが， 年度初め は物理

的，体力 的にきつ く，もう 少し学校 に余裕

のある時期に してもらえる とよい。

， 。・年度初めは 都合の悪い人 も多いと思う

・年度初 めは，今 年度の指 導や活動 の中に

取り入れ ていこう という意 気込みに つなが

るのでよい。

・今後も ４月，土 日の開催 だと参加 しやす

い。

・夏季休 業中の開 催も今後 考えてほ しい。

２．講座（講師 ，内容等 ）に ついて

＜岡田弘先生 ＞

・進め方 のうまさ に都会的 なセンス ，パフ

ォーマン スという 言葉がピ ッタリと いう感

じだった。

・仲間づ くりにと てもよい 。岡田先 生のよ

うに笑顔 を絶やさ ない授業 をしなく ては，

と思った。

・理論に 関する講 話はもち ろん勉強 になる

が，実践 的なもの が多く， より具体 的に身

に付いた。

・話し方 が上手で ，引き込 まれた。 また，

話を聴きたい 。

・はじめ にエンカ ウンター をしてお くこと

で，講座 の話はも ちろんだ が，場の 雰囲気

もよ くな り， ま さに 「た めに な って ，面，

白い」始まり となり，よか った。

・岡田先 生の講座 がはじめ だったこ とは参

加者が一体と なる意味でよ かった。

＜押切久遠先 生＞

・非行と いう言葉 を一般の 人にわか りやす

い言葉で説明 していたよう に感じた。

・ＰＴＡ や生徒対象 に非行の 話をする とき

があり， このような 方法を用 いれば聴 き手

が受け入れやす くなるかもと 思った。

・体験を 通しての話 が，とて も受け入 れや

すかった。

・なかな かなくなら ない非行 という問 題に

も事例を 使って考え る作業は 有効なの では

ないかと 改めて感じ た。生徒 ともやっ てみ

たい。

・学校以 外の多面的 なことに 目を向け るこ

とができ，貴重 な体験だった 。

・全てに おいて聞き 漏らしが たい有意 義な

講義だった。

・中学校 に勤めてい るので， 生徒にす ぐに

資料提供できる ものだった。

・は じめ て話 を聞 き 「非 行探 し」 エク サ，

サイズは 学年で内容 を変える ことで， また

拡がりをもたせ られると感じ た。

＜河村茂雄先生 ＞

・一言一 言が心にし みた。今 現在，考 えて

いること ，直面して いること ，その打 開策

を具体的に示し てもらった。

・全ての 部分にうな づいて聴 いた。有 効な

ＳＧＥも やり方やプ ログラム ，そして ，ク

ラス状態 によっては やらない 方がよい とい

うことを 忘れずにい たい。生 徒指導と カウ

ンセリン グの間にい るような 教師に是 非な

りたいと思った 。

・ カウ ン セ リ ン グ と リ ー ダ ー シ ッ プ の 違

い，相手 により対応 を考える ことなど ，大

変わかりやすく ，かつ勉強に なった。

・教育の 現在の問題 をわかり やすく話 して

くださり ，教師が今 ，全てを かけて臨 まな

ければならない ものが見えて きた。

。 。・全てがよかっ た 何度でもお 聴きしたい

・何も言 うことのな い最高の 講義だっ た。

わかって もらえてい るという 感じがし た。

＜大友秀人先生 ＞

・授業で 使えるぞ， と思い， 実際にど こで

使おうかと考え ながら聴いた 。

・授業づ くりへの熱 意ある話 を楽しく 拝聴

できた。

・ 授 業を や って いれ ば信 頼が 得ら れる 」「

は，まさ に教師とい う仕事の 本質的な 部分

だと思う 。忙しいと 言い訳す るのは簡 単だ

が，やは り，授業が 自分にと って面白 いも

のであれ ば，生徒も やる気に なるだろ うと

感じた。 教師だから こそでき ることを 大切

にしたい。

・身近に あり，使え るものは 何でも使 い生

かすこと も問題解決 につなが り，特に ビデ



オを使っ た心の教 育では， 自分自身 の思考

を発見するの に勉強になっ た。

・授業に カウンセ リングが 生かせる ことを

はじめて知っ た。目から鱗 が落ちた。

・いい授 業とは， 考えさせ る授業と は，と

はっきり させてく れた講座 だった。 常に何

を使うの か，何が 使えるか を見分け る感性

を失 わな いよ う にし たい 「 普段 の仕 事を。

しっかり やっての カウンセ リングの 勉強」

という言葉に 励まされた。

＜國分久子先 生＞

・幼少期 の発達段 階によっ て性格が 形成さ

れるのは 興味深く ，それを 修正する 方法が

あるのも 勉強にな った。ク ラスの子 どもを

理解する のに役立 った。ま た，教師 として

何ができ るか，何 をすべき か指針を 示して

いただき，参 加してよかっ た。

・精神分析学 を改めて学ぶ 気になった。

・温かいお話 ，是非またう かがいたい。

・精神分 析的カウ ンセリン グの必要 性が大

変よくわ かった。 事例につ いての配 付資料

がありがたか った。

・夢中に なってノ ートをと った。も っと時

間があれ ばという 思いでい っぱいだ った。

・わかり やすい講 義だった 。教師は 精神分

析を知っ ていた方 がよいの ではない かと新

たに思っ た。子ど も理解に とても役 立つと

思った。

＜國分康孝先 生＞

・うれし くて，ド キドキし ながら講 義を聴

いた。

・先生自 身の人間 性に触れ た思いが した。

・知識の のみなら ず，人間 的に大き なもの

を得られたこ とに感謝した い。

・これか ら生徒や 保護者と 接すると きに講

義が生か されると 感じた。 エンカウ ンター

を行う上 での大き な柱の部 分を学ぶ ことが

できた。

・雲の上 の存在の 大先生で あるのに それを

感じさせ ず，仕事 に生かせ るカウン セリン

グが好きにな れそうだ。

・教育カ ウンセリ ングの基 本が大変 わかり

やすく， また人生 哲学につ いてもず いぶん

考えさせ られた。 何よりも 人間とし ての成

長を私もした いと思う。

・スクー ルカウン セラーと 教育カウ ンセラ

ーの違いがよ く理解できた 。

・國分ワール ドを十分に堪 能できた。

３．その 他（質問，要 望等）

・このよ うな講座 を開いて もらった こと，

自分の人 間としての 未熟さを 知り，さ らに

向上した いと思える ようにな ったこと に感

謝している。

・教師と しての本質 的な素養 を育てて くれ

る講座だった。

・講座へ の参加によ って，本 の知識が 本物

になっていく感 じがした。

・カウン セリング技 法として 段階的に 考え

られたプ ログラムで ，認定を 希望しな くて

も十分に勉強す ることができ た。

・講座運 営にあたっ ているス タッフの 応対

が素晴ら しく，しか も若い人 が多いの で驚

いた。

・山形か ら片道５時 間かけて の参加だ った

が， 大変 楽し く 「来 てよ かっ た」 と感 じ，

た。タク シーの手配 や証明書 なども準 備し

てもらい ，得をした 気分。感 謝してい る。

・素晴ら しい講師の 先生方の 話を聴け て幸

せだった 。今後も秋 田で受講 できるよ うに

お願いしたい。

・スタッ フが楽しく やってい て，接す るだ

けでうれ しくなった 。若いス タッフを 一つ

の組織に まとめたリ ーダーの 方々の素 晴ら

しいリーダーシ ップに感動し た。

支部ホームページ案内

支部運 営委員の後 藤和芳さ んが管理 する

「日本教 育カウンセ ラー協会 秋田県支 部」

のホーム ページが公 開されて います。 落ち

着いた大 人のイメー ジの，何 とも心地 よい

ページに なっていま す。是非 ，一度ご 覧く

ださい。 今後もたく さんの「 面白くて ，た

めになる」情報 を提供してい きます。

アドレスは以 下のとおりで す。

http://ww5.et.tiki.ne.jp/~kaz-goto/

研修会情報

Ⅰ．日本教 育カ ウンセリ ング 学会研究 発

表大会

（ ）○期日 平成 １５年１０月 ２５日 土

～２６日（日 ）

○大会 テーマ 「これか らの教育 カウ

ンセリングに 期待するもの 」

○主な内容

・個人 発表，分 科会協議 ，記念講 演，



公開シンポ ジウム

○参加費 ６，０００円

Ⅱ．教育カウ ンセ リング公開 講演会

（ ）○期日 平 成１５年１１ 月２２日 土

○テー マ 「勇 気づけで 子どもを はぐ

くむ～教育 に生かすアド ラー心理学」

○講師 会 沢信彦先生（ 函館大学）

○会場 秋 田市千秋会館

○参加費 会員１，００ ０円，

一般１，５ ００円，学生 １，０００円

教育カウンセリングトピック
「使える！！ アイメッセージ」

○アイメッ セージとは何 か

・ 親業 」の Ｔ・ ゴー ドン が提 唱 する ，効「

果的なコミュ ニケーション の方法。

・人間関 係の中で ，自分が どうして も受容

「 」 ，「 」できない 問題 を抱 えたとしたら 私

を主語に してどう 感じたか を語れば よい。

「 私が 感 じ て い るの は … … 「 私が 考 え」，

て いる の は … … 「 私が 知 っ て いる の は」，

…… 」な ど 「私 」の 思い を語 る とい う意。

味で「ア イメッセ ージ」と 呼ぶ。反 対に，

「 」 ，「 （ ）」私 の思 いを語らずに あなた 相手

の行動の みについ て語るの が「ユー メッセ

ージ」である 。

○三部構成の アイメッセ ージ

・相手と の関係の 中で，何 が自分に とって

問題とな り受け入 れられな いのかを 具体的

に伝える必要が ある。

①相手 の行動に 対する非 難がまし くな

い表現 ；抗議対 象の行動 をビデオ カメ

ラのよう に ただ描写する

②その 行動がも たらす自 分への具 体的

で目に見える 影響

③その負担に ついての自分 の感情

・上記 の例 は 「 ○○ しな さい 「ダ メじ， 」，

ゃないの 」というユ ーメッセ ージより ，は

るかに効 果的なメッ セージで あり，相 手の

行動変容 の期待がも てる。し かしなが ら，

人は誰で も自分のと っている 行動が問 題を

引き起こ したと言わ れていい 気持ちが しな

いの も確 かで ある （ アイ メッ セー ジも 万。

能ではな いし，魔法 の呪文で はない） そ

れでもな お，アイメ ッセージ で，自分 がい

かに問題 を受け入れ られずに 困ってい るか

という感 情を伝える 方が，相 手を非難 して

いるわけ ではないの で，受け 入れやす い。

相手 にと って 「 相手 の行 動が 私に とっ て，

問題を起 こしている 」と伝え る方法の 中で

最善である，と いうことであ る。

☆☆☆ ☆☆☆支部入会案内

皆さん ，是非，秋 田県支部 に入会し ませ

んか。年 ４回発行の 支部便り 送付，各 種研

修会の割引等の 特典がありま す。

たく さ ん の 方 の 入 会 を お 待 ち し て い ま

す。

君が大 き な声で 話してい る
と，授 業 ができ なくて困 って
いるんだ

編・集・後・記
今年になって， 教育カウンセリングに 関連するいくつか新しい展開が 県内で始まって

いる。その一つが 秋田Ｑ－Ｕ学習会であ る。先日の「第３回学習会」で は，学級崩壊状

態にある学級の事 例を元に，分析及び具 体的な方策を立てる実習を行っ た。教育愛だけ

で片づく問題もあ るが，そうではない問 題もある。山積する問題を解決 するために，教

師が学び，身につ けることのできるもの がたくさんあると感じた。教師 が学ぶことによ

， 。「 」り救われる児童生徒が増えるなら それは素晴らしいことである 学習 指導要領改正

報道にあるように ，教育をめぐり，様々 なことが急速に変化する時代で ある。そうした

時代にあっても， 教える側が忘れてはな らないことが，子どもに対する 「誠意」である

と思う。 （Ｙ）


